


では、皆様に納めていただいた税金や町に配分され
た国・県支出金等がどのような使われ方をしているか、

正しく理解していただくために、年２回（６月・１２月
号広報壬生に掲載）、財政状況を公表しています。
　今回は、平成２０年度下半期までの収入・支出状況等
についてお知らせします。

　なお、今回公表するものは、平成２１年３月末までの
ものであり、決算額ではありません。これは、３月末ま
でに確定した債権債務について整理を行うために４月１
日から５月３１日までの２ヶ月間を出納整理期間とする
ことが認められているためです。

　平成２０年度一般会計の当初予算額は、112億8千万円でしたが、平成１９年度からの繰越額及び３回
の補正予算の実施により、当初に比べ、6.0％増の119億5,940万2千円の現計予算額となっています。
　平成２１年３月３１日現在の収入済額は、98億8,385万4千円で、予算額の82.6％になります。ま
た支出済額は97億1,147万3千円で、予算額の81.2％となっています。科目別の状況については別表
のとおりです。
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歳 入
科　　　　目

1. 

2. 

3. 

4. 

5. 

6. 

7. 

8. 

9. 

10. 

11. 

12. 

13. 

14. 

15. 

16. 

17. 

18. 

19. 

20. 

21.

5,034,041

180,000

20,000

15,000

10,000

340,000

35,000

100,000

50,000

1,580,000

8,000

165,041

283,333

1,048,277

637,271

16,913

3

353,583

300,000

225,138

878,400

11,280,000

4,990,141

180,000

20,000

5,000

3,000

320,000

33,000

100,000

69,091

1,777,168

7,000

165,041

272,882

1,804,845

630,703

21,862

993

259,149

405,799

281,028

612,700

11,959,402

4,759,544

134,409

22,069

7,025

4,072

340,471

34,002

98,391

69,091

1,853,450

7,909

147,982

261,120

540,552

546,387

21,764

994

259,147

467,262

235,213

73,000

9,883,854

95.4

74.7

110.3

140.5

135.7

106.4

103.0

98.4

100.0

104.3

113.0

89.7

95.7

30.0

86.6

99.6

100.1

100.0

115.1

83.7

11.9

82.6

町　　　税

地方譲与税

利子割交付金

配当割交付金

株式等譲渡所得割交付金

地方消費税交付金

ゴルフ場利用税交付金

自動車取得税交付金

地方特例交付金

地方交付税

交通安全対策特別交付金

分担金及び負担金

使用料及び手数料

国庫支出金

県 支 出 金

財 産 収 入

寄　附　金

繰　入　金

繰　越　金

諸　収　入

町　　　債

当初予算額 予算現額 収入済額

（単位：千円・％）

対予算比

合　　　　計

町

一般会計の概要について一般会計の概要について
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科　　目

1. 

2. 

3. 

4. 

5. 

6. 

7. 

8. 

9. 

10. 

11. 

12. 

13. 

14.

124,380

1,211,322

2,908,964

1,008,910

7,635

403,886

318,585

2,492,869

654,160

1,174,931

11,502

942,853

3

20,000

11,280,000

124,542

2,030,985

3,035,175

1,000,578

106

399,145

330,427

2,260,640

642,181

1,172,042

11,502

932,076

3

20,000

11,959,402

123,344

1,282,323

2,807,671

840,185

103

369,665

320,235

1,463,096

596,588

975,967

221

932,075

0

0

9,711,473

99.0

63.1

92.5

84.0

97.2

92.6

96.9

64.7

92.9

83.3

1.9

100.0

0.0

0.0

81.2

議　会　費

総　務　費

民　生　費

衛　生　費

労　働　費

農林水産業費

商　工　費

土　木　費

消　防　費

教　育　費

災害復旧費

公　債　費

諸 支 出 金

予　備　費

当初予算額 予算現額 支出済額

（単位：千円・％）

対予算比

合　　計

支出済額構成比

消防費 6.1％

農林水産業費 3.8％

商工費 3.3％
その他 1.3％

歳 出

民生費
28.9％

土木費
15.1％

総務費
13.2％

教育費
10.0％

公債費
9.6％

衛生費
8.7％

収入済額構成比

繰越金 4.7％

地方消費税
交付金 3.4％

繰入金 2.6％
使用料及び
手数料 2.6％

国庫支出金 5.5％

地方譲与税 1.4％

その他
7.3％

町 税
48.2％

地方交付税
18.8％

県支出金 5.5％
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特 別 会 計

水 道 事 業

※資本的収支の収入額が支出額に対して不足する額は、損益勘定留保資金等で
　補てんしました。

■国民健康保険 ■老人保健事業

■介護保険事業

■農業集落排水事業

■公共下水道事業

■奨学資金

■収益的収支 ■資本的収支

予 算 額

収入済額

支出済額

４３億４,４３０万２千円

４０億９５７万６千円

３９億２０６万７千円

予 算 額

収入済額

支出済額

３億６，２７９万６千円

３億６，３２０万８千円

３億４，４４７万５千円

予 算 額

収入済額

支出済額

２０億６，６９５万４千円

１６億２，０５３万６千円

１９億３，２８６万７千円

予 算 額

収入済額

支出済額

１７億４，２４４万９千円

１６億９，６３９万７千円

１５億５，９１３万７千円

予 算 額

収入済額

支出済額

１６１万３千円

１３３万２千円

６９万８千円

■後期高齢者医療特別会計
予 算 額

収入済額

支出済額

２億５,０３４万円

２億５,３８５万９千円

２億４,４１７万３千円

予 算 額

収入済額

支出済額

７億１,８８９万７千円

３億４,７３８万３千円

６億１,７５９万３千円

予 算 額

事業収益

事業費用

4億8,393万5千円

5億7,129万9千円

4億7,031万円

予　算　額

資本的収入

資本的支出

４億８,６８６万３千円

２億６７０万８千円

４億７,７６７万８千円

※収支の不足額は、一般会計資金を運用しました。

※収支の不足額は、一般会計資金を運用しました。

地 方債現在高 税 の負担状況

一般会計
６1億127万8千円

公共下水道事業特別会計

水道事業会計
農業集落排水事業特別会計

臨 時 財 政 対 策 債  

臨時地方道整備事業債 

一般廃棄物処理事業債 

減 税 補 て ん 債  

財 源 対 策 債  

学校教育施設等整備事業債 

一般補助施設整備等事業債 

旧地域総合整備事業債 

臨 時 税 収 補 て ん 債 

一 般 公 共 事 業 債 

そ　　　の　　　他

合　　　　　　　　計  

下 水 道 事 業 債

農業集落排水事業債

水　道　事　業　債

20億4,857万6千円

13億1,539万3千円

10億2,476万4千円

5億1,942万2千円

4億9,177万1千円

2億5,457万1千円

2億200万円

6,197万1千円

5,713万2千円

2,590万5千円

9,977万3千円

61億127万8千円

71億8,294万8千円

29億6,169万5千円

23億456万8千円

（単位：円）

※３月末現在の住基人口39,588人・世帯数14,172世帯

主　な　税 1人当たり 1世帯当たり

145,904

153,251

4,027

15,584

17,075

335,841

52,232

54,862

1,442

5,579

6,112

120,227

0.0

0.2

0.4

0.6

0.8

1.0

町民税

固定資産税

軽自動車税

町たばこ税

都市計画税

全　体
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４
月
29
日
、
町
総
合
公
園
陸
上
競

技
場
に
お
い
て
、
「第
28
回
壬
生
町
消

防
団
ポ
ン
プ
操
法
大
会
」
及
び
「
第
７

回
消
防
交
通
フ
ェ
ア
」が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　
ポ
ン
プ
操
法
大
会
は
、
団
員
の
士
気

高
揚
と
消
防
技
術
の
向
上
を
目
的
に
、

町
消
防
団
（
関
本
和
夫
団
長
・
団
員
２

０
１
名
）
に
よ
り
行
わ
れ
て
い
る
も
の

で
、
消
防
団
各
部
が
日
頃
の
訓
練
の
成

果
を
発
揮
し
、
ポ
ン
プ
操
法
の
技
術
を

競
い
ま
し
た
。

　
消
防
交
通
フ
ェ
ア
で
は
、
パ
ト
カ
ー

や
は
し
ご
車
の
展
示
、
交
通
安
全
啓
発

物
の
配
布
、
女
性
防
火
ク
ラ
ブ
に
よ
る

住
宅
用
火
災
警
報
器
の
広
報
等
が
行
わ

れ
た
他
、
県
の
防
災
ヘ
リ
「
お
お
る
り
」

に
よ
る
救
助
訓
練
・
ヘ
リ
の
展
示
が
行

わ
れ
ま
し
た
。 せ

き
も
と
か
ず
お

小
型
ポ
ン
プ
の
部

自
動
車
ポ
ン
プ
の
部

小
型
ポ
ン
プ
の
部

自
動
車
ポ
ン
プ
の
部

成
　
　
績

自
動
車
ポ
ン
プ
の
部

小
型
ポ
ン
プ
の
部

優
　
勝
　
第
３
分
団
第
５
部

　
　
　
（
至
宝
・
六
美
・
ひ
ば
り
・
若
草
・

　
　
　
　
い
ず
み
・
落
合
・
国
谷
・
あ
け

　
　
　
　
ぼ
の
地
区
）

準
優
勝
　
第
２
分
団
第
１
部

　
　
　
（
上
稲
葉
地
区
）

第
３
位
　
第
３
分
団
第
１
部

　
　
　
（
安
塚
・
緑
町
・
幸
町
・
お
も
　

　
　
　
　
ち
ゃ
の
ま
ち・北
小
林
地
区
）

優
　
勝
　
第
１
分
団
第
５
部

　
　
（
三
好
町・旭
町・星
の
宮・車
塚
地
区
）

準
優
勝
　
第
２
分
団
第
５
部

　
　
　
（
下
稲
葉
地
区
）

第
３
位
　
第
１
分
団
第
３
部

　
　
　
（
万
町
・上
新
町
・
下
馬
木
・
西

　
　
　
　
高
野
地
区
）

・
指
揮
者
　
鈴
木
　
隆
介
（３
│
１
）

・
一
番
員
　
黒
澤
　
勇
矢
（３
│
１
）

・
二
番
員
　
清
水
　
幸
司
（３
│
５
）

・
三
番
員
　
小
菅
　
貴
広
（２
│
１
）

・
四
番
員
　
大
垣
　
恭
宏
（３
│
１
）

・
指
揮
者
　
粕
尾
　
智
史
（１
│
５
）

・
一
番
員
　
鈴
木
　
一
貴
（１
│
５
）

・
二
番
員
　
大
塚
　
一
幸
（１
│
３
）

・
三
番
員
　
砂
川
　
秀
男
（１
│
５
）

・
指
揮
者
　
稲
葉
　
秀
敏
（１
│
１
）

・
一
番
員
　
早
乙
女
幸
広
（１
│
１
）

・
二
番
員
　
臼
井
　
聡
史
（１
│
１
）

・
三
番
員
　
山
川
　
賢
一
（１
│
１
）

・
四
番
員
　
木
野
内
隆
行
（２
│
３
）

・
指
揮
者
　
足
助
　
政
明
（２
│
４
）

・
一
番
員
　
大
　
　
英
博
（２
│
４
）

・
二
番
員
　
杉
山
　
和
美
（２
│
２
）

・
三
番
員
　
渡
邉
　
剛
　
（２
│
４
）

す
ず
き
　
　
　
　
り
ゅ
う
す
け

く
ろ
さ
わ
　
　
　
ゆ
う
や

個
人（
優
秀
賞
）

個
人（
努
力
賞
）

か
つ
ゆ
き

き
あ
き

け
　
ぶ
　
か
わ

し
み
ず
　　　　　こ
う
じ

こ
す
げ
　　　　　た
か
ひ
ろ

お
お
が
き
　
　
　
や
す
ひ
ろ

か
す
お
　
　
　
　
さ
と
し

す
ず
き
　
　
　
か
ず
た
か

お
お
つ
か
　
　
　
か
ず
ゆ
き

す
な
か
わ
　
　
　
ひ
で
お

あ
す
け
　
　
ま
さ
あ
き

お
お
は
し
　
　
ひ
で
ひ
ろ

す
ぎ
や
ま
　
　
か
ず
み

わ
た
な
べ
　
　
つ
よ
し

い
な
ば
　
　
　
ひ
で
と
し

そ
う
と
め
　
ゆ
き
ひ
ろ

う
す
い
　
　
　
あ
き
ひ
と

や
ま
か
わ
　
　
　
け
ん
い
ち

き
の
う
ち
　
た
か
ゆ
き

第１分団第５部 第３分団第５部





国民年金保険料の免除制度
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原則、7月に

申請が必要で
す

　経済的な理由等で国民年金の保険料を納めることが困難な場合には、申
請により保険料の納付が免除される「保険料免除制度」があります。免除
年度は、７月１日～６月30日となりますので、全額免除と若年者猶予の継
続承認者以外は、７月１日以降に申請が必要です。ただし失業を理由とし
た申請は、毎年の申請が必要です。審査の対象となる所得は、平成20年分
のものです。

保険料の全額（１４,６６０円）が免除
全額免除された期間は、保険料を全額納付したときに比べ、年金額が１／３として計算されます。

全額免除となる所得の「めやす」
前年所得（本人・配偶者・世帯主）が、次の計算式で計算した額以下であること
または、地方税法に定める障がい者または寡婦で、前年の所得が１２５万円以下のとき

保険料の一部を納付、残りの保険料は免除（納付がされないときには、未納扱いです）
一部納付は３種類です。それぞれの納付額と年金額の計算は次のとおりです。
● ４分の１納付　　（３,６７０円）→年金額１／２　　● 半額納付　（７，３３０円）→年金額２／３
● ４分の３納付　（１１,０００円）→年金額５／６　

全額免除となる所得の「めやす」
前年の所得から社会保険料等控除後の所得（本人・配偶者・世帯主）が、次の計算式の以下の金額
または、地方税法に定める障がい者または寡婦で、前年の所得が125万円以下のとき 

（扶養親族等の数＋１）×３５万円＋２２万円 

４分の１納付
半額納付 （学生特例も同じ）
４分の３納付

　７８万円＋扶養親族等控除額
１１８万円＋扶養親族等控除額
１５８万円＋扶養親族等控除額

※控除額（扶養親族１人につき３８万円、老人扶養親族１人につき４８万円、特定扶養親族１人につき６３万円）

免除制度は、納付した方に比べると老齢年金の額は減額となりますので、承認となった場合で１０年
以内であれば納付できる追納という制度があります。３年度目からは、当時の保険料に一定の額が加
算され割高になりますので、お早めの納付をお勧めいたします。

申請に必要なもの

平成２１年４月２０日から、社会保険事務所より全額免除と若年者猶予に該当する未納者に対し、ハガキ
形式の申請書が送付されています。申請書に記入・押印の上、目隠しシールを貼って投函ください。

申請受付場所

◎問合せ先　栃木社会保険事務所　国民年金業務課　　　２２－６０７４
　　　　　　町民生部保険環境課国民年金係　　　　　　８１－１８２７

【所得の申告がされているか、
　どなたかの税扶養となっていることが必要です。】

役場保険環境課又は稲葉・南犬飼出張所

注

全額免除制度

一部納付（一部免除）制度



壬生地区の各幼稚園では、教育機関としての立場から
お子さんの心と身体を健やかに育む子育てを応援しています。

　お仕事との両立やご家庭の様々なご事情に対応するため、各幼稚園では
保育終了時から夕方5：00～6：00頃まで「預かり保育」を実施しています。

　子育てに悩みや疑問はつきものですが、ひとりで思い悩んでいるより誰
かに相談したほうが、解決の方法を見つけやすくなります。そんな時はぜ
ひ幼稚園においでください。幼稚園はさまざまな経験と情報の引き出しを
持っています。答えは必ずしもひとつとはかぎりません。

　入園前の幼児とその母親を対象にした、遊びと交流のための集まりです。
　入園前の幼児期は月齢差が大きく、わが子の発達や自分の子育てに不安を抱く人は少なくありません。そこで、
さまざまな子どもたちが一緒に遊ぶのを「観察」しながら、母親同士が情報交換するなかで、自分の育児をみ
なおしたり、逆に自信を持ったり安心したりするための交流の機会を幼稚園で持ちたいと、いろんな活動をご
用意してお待ちしております。ご近所のお友達を誘い、ぜひお気軽にお出かけください。

★２歳児受入れ可

★預かり保育

★一時預かり・通園（こばとルーム）

★園内で自由に遊べます

★絵本・ビデオ貸出

★教育相談

おもちゃのまち幼稚園 ８６－５５５１
未就園のお子さんに毎日安全で楽しい遊具
がいっぱいの園庭を開放しています。

子育て支援事業

8

After Kindergarten

Counseling/Consulting

Toddlers' Observation Class

至宇都宮市

日産

交番

栃信

生協

栃銀

至栃木市

陸橋 至国道4号

城山眼科

ジャスコ

おもちゃのまち幼稚園

東
武
線栃

木
街
道

足銀

獨協医大

郵便局

おもちゃ
のまち駅

●海賊まつり＆移動動物園　　　　
●お話劇場　など
詳細はお問い合わせください。

★預かり保育「ホームクラス」

★学童保育「ホームクラス」

★くにやアップルクラブ

　（コンピュータープレイクラブ）

★教育相談

国谷幼稚園 ８２－１２００
国谷幼稚園の園舎はお子さんにやさしい
木のぬくもり木の香があふれています。

子育て支援事業

●お買物ごっこ
●季節ごとの製作活動　など

●リトミック

●お楽しみ遠足

詳細はお問い合わせください。

東
武
線

国
谷
駅

お
も
ち
ゃ

の
ま
ち
駅

獨協医大

東小
加藤小児科

本島歯科

北関東自動車道

県立わんぱく公園

おもちゃ
博物館 I.C

入口

栃
木
街
道

恵
川

コープ

国谷幼稚園

真照寺
I.C

活動一例

活動一例



9

★預かり保育
★未就園児親子園庭開放

★子育て相談

たちばな幼稚園 ８６－０００６
好奇心いっぱいなお子さんを満たしてくれる

本や自然がいっぱいの幼稚園です。
子育て支援事業

●このはのダンス
●生活発表会　など

●おいしいサツマイモ堀り

詳細はお問い合わせください。

東
武
線

下石川

羽生田
上田

淀橋

北小林 安
塚
バ
イ
パ
ス

安
塚
駅

たちばな幼稚園

★預かり保育
★学童保育

★子育て相談

月かげ幼稚園 ８２－０２３３
ひとりひとりを大切にする少人数制。遊びと生活体験を
通して知性を伸ばし、心豊かなお子さんを育てます。

子育て支援事業

●水遊びを楽しむ
●おやつをつくろう　など

●楽器遊び

詳細はお問い合わせください。

至栃木

至鹿沼

壬生中央公民館

足利銀行
壬生小

東武線

バ
イ
パ
ス

至宇都宮

壬
生
駅

月かげ幼稚園

壬生町役場

至小山

★預かり保育
★学童保育

★子育て支援事業

やすづか幼稚園 ８６－１００９
お子さんの「ワクワク」「ドキドキ」を大切に、
健やかな身体と豊かな心の成長の芽を育てます。

子育て支援事業

●プールあそび
●親子体操　など

●クリスマス会

詳細はお問い合わせください。

東
武
線

郵便局

至雀宮
安塚小学校

佐藤医院

和光
金属

大木ドレス

セブン
イレブン

安
塚
駅

至
宇
都
宮

栃
木
街
道

安
塚
バ
イ
パ
ス

やすづか幼稚園

活動一例

活動一例

活動一例
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平成21年度  行政協力委員名簿

1 
2 
3 
4 
5 
6 
7 
8 
9 
10 
11 
12 
13 
14 
15 
16 
17 
18 
19 
20 
21 
22 
23 
24 
25 
26 
27 
28 
29 
30 
31 
32 
33 
34 
35 
36 
37 
38 
39 
40

No. 氏　　名自治会名 No. 氏　　名自治会名
41 
42 
43 
44 
45 
46 
47 
48 
49 
50 
51 
52 
53 
54 
55 
56 
57 
58 
59 
60 
61 
62 
63 
64 
65 
66 
67 
68 
69 
70 
71 
72 
73 
74 
75 
76 
77
78 
79

前上表町自治会長
荒川　敬二

前緑町一丁目自治会長
齊藤　　夫

（
原
　
　
宿
）

（
上
長
田
）

（
福
和
田
）

（
下
表
町
）

（
駅
　
　
東
）

（
上
通
町
）

（
三
好
町
）

（
万
　
　
町
）

（
馬
　
　
場
）

（
至
宝
町
北
）

（
至
宝
町
南
）

（
緑
町
二
丁
目
）

（
幸
町
三
丁
目
）

（
い
ず
み
）

（
若
　
　
草
）

（
松
　
　
原
）

（
台
　
　
宿
）

（
助
谷
原
）

（
安
塚
三
）

（
安
塚
南
部
）

（
国
谷
本
田
）

（
城
　
　
南
）

（
六
美
町
南
部
）

（
下
表
町
）

　
５
月
15
日
、
中
央
公
民
館
に
お
い
て
行
政
協
力
委
員

会
議
・
壬
生
町
自
治
会
連
合
会
平
成
21
年
度
総
会
が
行

わ
れ
ま
し
た
。

　
行
政
協
力
委
員
会
議
に
お
い
て
は
制
度
説
明
の
あ
と
、

副
町
長
か
ら
委
嘱
状
が
交
付
さ
れ
ま
し
た
。
議
題
で
は
、

交
通
安
全
施
設
設
置
要
望
、
防
火
貯
水
槽
設
置
要
望
、

町
管
理
防
犯
灯
設
置
要
望
、
自
治
会
管
理
防
犯
灯
新
設

補
助
金
交
付
申
請
、
防
災
マ
ッ
プ
等
に
つ
い
て
総
務
課

か
ら
説
明
が
あ
り
、
ま
た
都
市
計
画
課
か
ら
住
宅
の
耐

震
化
の
す
す
め
に
つ
い
て
、
企
画
財
政
課
か
ら
地
上
デ

ジ
タ
ル
放
送
完
全
移
行
に
つ
い
て
の
説
明
が
あ
り
ま
し
た
。

　
自
治
会
連
合
会
の
総
会
で
は
、
布
施
木
会
長
と
清
水

町
長
か
ら
20
年
度
で
自
治
会
長
を
退
任
さ
れ
た
３
人
の

方
へ
感
謝
状
と
記
念
品
が
贈
呈
さ
れ
ま
し
た
。
こ
れ
は
、

３
年
以
上
の
長
き
に
わ
た
り
自
治
会
長
を
務
め
、
地
域

の
皆
さ
ん
と
行
政
の
パ
イ
プ
役
と
し
て
活
躍
し
、
ま
た

自
治
会
発
展
の
た
め
に
尽
く
さ
れ
た
功
績
を
讃
え
る
も

の
で
す
。

　
議
事
で
は
20
年
度
事
業
報
告
、
収
支
決
算
・
会
計
監

査
報
告
が
あ
り
、
21
年
度
事
業
計
画
案
や
収
支
予
算
案

等
が
承
認
さ
れ
ま
し
た
。

前緑二丁目自治会長
泉　嘉郎

（
敬
称
略
）

（
敬
称
略
）

◆
会
　
長
　
布
施
木
善
作

◆
副
会
長
　
篠
　
　
秀
之

　
　
〃
　
　
　
野
　
秀
雄

◆
理
　
事
　
清
水
　
武

　
　
〃
　
　
山
本
　
忠
男

　
　
〃
　
　
塚
本
　
一
美

　
　
〃
　
　
菅
野
　
弘

　
　
〃
　
　
荒
川
　
利
男

　
　
〃
　
　
橋
本
　
喜
男

　
　
〃
　
　
小
平
　
欽
信

　
　
〃
　
　
牧
内
　
勝
男

　
　
〃
　
　
　
原
　
隆

　
　
〃
　
　
小
谷
野
桂
梅

　
　
〃
　
　
　
　
　
悦
子

　
　
〃
　
　
山
田
　
忠
夫

　
　
〃
　
　
　
村
　
刻
夷

　
　
〃
　
　
植
竹
　
勝
美

　
　
〃
　
　
伊
坂
　
達
男

　
　
〃
　
　
粂
川
　
　
夫

　
　
〃
　
　
薮
田
　
宏

　
　
〃
　
　
田
中
　
一
雄

◆
監
　
事
　
戸
室
　
和
彦

　
　
〃
　
　
田
崎
　
勝
征

◆
会
　
計
　
清
水
　
武

下　表　町
中　表　町
下　横　町
今　　　井
上　表　町
東　下　台
城　東　町
舟　　　町
栄　　　町
仲　通　町
上　通　町
三　好　町
旭　　　町
万　　　町
上　新　町
下　馬　木
西　高　野
城　　　内
城　　　南
馬　　　場
原　　　宿
田向稲荷内
上　　　坪
前　宿　坪
台　　　坪
星　の　宮
至 宝 町 北
六美町北部
ひばりヶ丘
緑町一丁目
緑町二丁目
幸町一丁目
幸町二丁目
幸町三丁目
幸町四丁目
おもちゃのまち
い　ず　み
六美町南部
車　　　塚
六美町中央

下 台 団 地
駅　　　東
至 宝 町 南
県営壬生住宅
釜　ヶ　渕
原　　　坪
鹿　　　島
下馬木（稲葉）
下　　　町
上　　　町
本　　　郷
松　　　原
西　　　部
中　　　央
北　　　原
台　　　宿
下　　　坪
東　　　原
鯉　　　沼
福　和　田
北　小　林
安　塚　一
安　塚　二
上　長　田
上　　　田
中　　　泉
助　　　谷
助　谷　原
落　　　合
国 谷 中 央
国 谷 新 田
緑町三丁目
緑町四丁目
あ け ぼ の
安　塚　三
安 塚 南 部
若　　　草
国 谷 本 田
安 塚 中 央

清水　　武
小田垣　
太田　和宏
　橋　克巳
森下　　勝
篠原　健次
栗原　　浩
　山　慰浩
清水　清壽
星　　幸男
塚本　一美
菅野　　弘
戸　　　稔
荒川　利男
人見　　夫
増田　　弘
松井　晴夫
荒川　克己
戸室　和彦
橋本　喜男
布施木善作
篠原　靖具
須藤　昭一
　橋　正義
柏倉日出夫
川中子一夫
小平　欽信
石島　松夫
大塚　三好
青木　三郎
　原　
下澤　克予
高原　宏志
小谷野桂梅
平林　秀樹
中尾靖一郎
　　　悦子
田崎　勝征
杉田　昌道
角田　晴伸

長島かほり
山本　忠男
牧内　勝男
志茂田恵子
出井　　透
小嶋　勝一
梁島　重正
大塲　一郎
久保田信夫
小菅　信昌
早乙女　
　村　刻夷
　合　　清
篠原　勝久
川島　　明
植竹　勝美
清水勝一郎
黒子　洋二
手塚　清司
　野　秀雄
藤榮　政男
篠　　正美
早乙女孝一
篠　　秀之
小林　和一
臼井　賢一
鈴木　昌雄
伊坂　達男
小倉　重喜
粂川　　守
野田善五郎
島田　一良
岩澤　　浩
栗田　武夫
粂川　　夫
薮田　　宏
山田　忠夫
田中　一雄
安生　勝英

あらかわ　　　けい　じさいとう　　　くに　おいずみ　　よしろう

 し みず　　　　たけし

お　だ　がき　　つとむ

おお た　　　かずひろ

たかはし　　 かつ み

もりした　　　　まさる

しのはら　　 けん じ

くりはら　　　　ひろし

たかやま　　 やすひろ

しみ ず 　 　せい じ

ほし　　　　 さち お

つかもと　　 かず み

すがの　　　　　ひろし

と さき　　　　 みのる

あらかわ　　 とし お

ひと み　 　 くに お

ましだ　　　　　ひろし

まつ い　　　はる お

あらかわ　　 かつ み

と むろ　　　かずひこ

はしもと　　 よし お

 ふ　せ　ぎ ぜんさく

しのはら　　 やすとも

 す どう　　しょういち

たかはし　　 まさよし

かしわぐら ひ　で　お

かわ な ご かず　お

こだいら　　 よしのぶ

いしじま　　 まつ お

おおつか　　　み よし

あお き　　　さぶろう

たかはら　　　　たかし

しもざわ　　 かつ よ

たかはら　　 ひろ　し

 こ　や　の けいばい

ひらばやし　　ひでき

なか お　やすいちろう

たかはし　　 えつ こ

 た さき　　かつまさ

すぎ た　　　まさみち

つの だ　　　はるのぶ

ながしま

やまもと　　 ただ お

まきうち　　 かつ お

 し　も　だ けい こ

い で い　　　　とおる

 こじま　　 かついち

やなしま　　 しげまさ

おお ば 　　 いちろう

 く　ぼ　た　のぶ お

 こ すげ　　 のぶよし

そ お と め　　たかし

たかむら　　 ときひろ

おちあい　　　　きよし

しのはら　　 かつひさ

かわしま　　　　あきら 

うえたけ　　 かつ み

 し みず　かついちろう

くろ こ　　　よう じ

 て づか　　 せい じ

たか の　　  ひで お

とうえい　　 まさ お

しのはら　　 まさ み

そ う と め こういち

しの　　　　 ひでゆき

こばやし　　　わ いち

うす い　　　けんいち

すず き　　　まさ お

 い さか　　 たつ お

 お ぐら　　 しげ き

くめかわ　　　　まもる

 の　だ　ぜん ご ろう

 しま だ　　 かずよし

いわさわ　　　　ひろし

くり た　　　たけ お

くめかわ　　 くに お

やぶ た　　 　　ひろし

やま だ　　　ただ お

 た なか　　 かず お

あんじょう　  かつひで



７月は“社会を明るくする運動”
強調月間です

「おかえり。」の気持ちが犯罪や非行を繰り返さない第一歩になるのです。

「人は変われる。一緒なら。」

壬生町保護司会　・　壬生町青少年健全育成実施委員会
壬生町更生保護女性会　・　壬生町青少年育成指導員会

みんなで考え参加してください

“社会を明るくする運動”にみんなの参加を

地域の力が犯罪や非行を防ぐ

“社会を明るくする運動”って？

11

会を明るくする運動”はすべての国民が、犯罪や非行の防止と罪を犯した人たちの更生
について理解を深め、それぞれの立場において力を合わせ、犯罪のない地域社会を築こ

うとする全国的な運動で、今年で59回目を迎えます。

レビや新聞では、毎日のように事件のニュースが報道されています。安全で安心な暮ら
しはすべての人の望みです。犯罪や非行をなくすためには、どうすればよいのでしょうか。

　取り締まりを強化して、あやまちを犯した人を処罰することも必要なことです。しかし、立
ち直ろうと決意した人を社会で受け入れていくことや、犯罪や非行をする人を生み出さない家
庭や地域づくりをすることも、またとても大切なことなのです。

罪や非行をする人がいない。あやまちからの立ち直りを支えていける地域をつくる。そ
のためには、一部の人たちだけでなく、地域すべての人がそれぞれの立場で関わってい

く必要があります。“社会を明るくする運動”は、今年で59回目を迎える全国的な運動です。
　犯罪や非行のない地域をつくるために、一人ひとりが考え、参加するきっかけをつくること
を目指しています。

“社

テ

犯

会を明るくする運動”では、街頭広報、ポスターの掲出、新聞やテレビ等の広報活動に
加えて、だれでも参加できるさまざまな催しを行っています。イベントに参加したり、

このページを見たことなどをきっかけにして、どうして犯罪や非行が起きてしまうのか、安全
で安心な暮らしをかなえるために、今、何が求められているのか、そして、自分には何ができ
るのかを、みなさんで考えてみませんか。

“社
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　壬生町体育協会（松本幸三会長）は、５月29日に開催した総会において、平成20年度の
大会で活躍した選手・監督の方々を体育協会の表彰規定に基づき選考し、表彰しました。
　表彰されたのは次の方々です。

小
野
口
翔
人
（
サ
ッ
カ
ー
）

　
●
第
32
回
全
日
本
少
年
サ
ッ
カ
ー
出
場

石
口
伊
雄
利
（
レ
ス
リ
ン
グ
）

　
●
沼
尻
直
杯
第
34
回
全
国
中
学
生

　
　
レ
ス
リ
ン
グ
選
手
権
大
会
出
場

高
岩
　
将
太（
陸
上
競
技
）

　
●
第
35
回
全
日
本
中
学
校
陸
上
競

　
　
技
選
手
権
大
会
出
場

松
井
　
佑
樹（
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
）

　
●
第
40
回
全
国
高
等
学
校
バ
レ
ー

　
　
ボ
ー
ル
選
抜
優
勝
大
会
出
場

　
●
第
63
回
国
民
体
育
大
会
本
大
会
出
場

　
●
全
国
高
等
学
校
総
合
体
育
大
会
出
場

賀
長
　
彩
佳（
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
）

　
●
全
国
高
等
学
校
総
合
体
育
大
会

　
　
出
場
　
他

倉
井
　
聖
士（
野
球
）

　
●
第
90
回
全
国
高
校
野
球
選
手
権

　
　
大
会
出
場

林
　
　
恭
平（
野
球
）

　
●
第
90
回
全
国
高
校
野
球
選
手
権

　
　
大
会
出
場

寺
内
　
良
知（
剣
道
）

　
●
全
国
高
等
学
校
総
合
体
育
大
会
出
場

君
島
　
大
貴（
剣
道
）

　
●
全
国
高
等
学
校
総
合
体
育
大
会
出
場

上
野
　
　
　（
剣
道
）

　
●
全
国
高
等
学
校
総
合
体
育
大
会
出
場

朝
日
　
悠
輔（
ソ
フ
ト
テ
ニ
ス
）

　
●
全
国
高
等
学
校
総
合
体
育
大
会
出
場

高
山
　
禎
唯（
テ
ニ
ス
）

　
●
第
31
回
全
国
選
抜
高
校
テ
ニ
ス

　
　
大
会
出
場

葭
葉
　
紫
穂（
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
）

　
●
第
39
回
東
日
本
高
等
学
校
女
子

　
　
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
大
会
出
場

小
倉
　
未
帆（
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
）

　
●
第
39
回
東
日
本
高
等
学
校
女
子

　
　
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
大
会
出
場

小
倉
　
茜
音（
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
）

　
●
第
39
回
東
日
本
高
等
学
校
女
子

　
　
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
大
会
出
場

小
野
口
美
寿
季（
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
）

　
●
第
39
回
東
日
本
高
等
学
校
女
子

　
　
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
大
会
出
場

清
水
　
理
恵（
水
泳
競
技
）　

　
●
ジ
ャ
パ
ン
オ
ー
プ
ン
２
０
０
８

　
　
兼
世
界
ユ
ー
ス
選
手
権
大
会
代

　
　
表
選
考
会
出
場

　
●
第
63
回
国
民
体
育
大
会
本
大
会
出
場

　
●
第
84
回
日
本
学
生
選
手
権
水
泳

　
　
競
技
大
会
出
場
　
他

清
水
　
英
幸（
水
泳
競
技
）

　
●
第
84
回
日
本
学
生
選
手
権
水
泳

　
　
競
技
大
会
出
場

大
　
千
奈
都（
陸
上
競
技
）

　
●
第
63
回
国
民
体
育
大
会
本
大
会
出
場

戸
田
　
圭
一（
ボ
ー
ト
）

　
●
第
63
回
国
民
体
育
大
会
本
大
会
出
場

　
越
　
聡
　（
レ
ス
リ
ン
グ
）

　
●
第
63
回
国
民
体
育
大
会
本
大
会
出
場

神
永
　
達
哉（
軟
式
野
球
）

　
●
第
63
回
国
民
体
育
大
会
本
大
会
出
場

小
口
　
英
之（
自
転
車
・
監
督
）

　
●
第
63
回
国
民
体
育
大
会
本
大
会
出
場

鶴
見
　
利
光（
馬
術
・
監
督
）

　
●
第
63
回
国
民
体
育
大
会
本
大
会
出
場

成
田
　
純
　（
ソ
フ
ト
テ
ニ
ス
・
監
督
）

　
●
第
63
回
国
民
体
育
大
会
本
大
会
出
場

石
田
憲
二
郎（
ス
キ
ー
競
技
）

　
●
第
64
回
国
民
体
育
大
会
ス
キ
ー

　
　
競
技
会
出
場

山
田
　
知
恵（
ス
キ
ー
競
技
）

　
●
第
64
回
国
民
体
育
大
会
ス
キ
ー

　
　
競
技
会
出
場

尾
崎
長
二
郎（
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
）

　
●
日
本
ス
ポ
ー
ツ
マ
ス
タ
ー
ズ

　
　
２
０
０
８
出
場

笹
井
美
千
恵（
バ
ド
ミ
ン
ト
ン
）

　
●
日
本
ス
ポ
ー
ツ
マ
ス
タ
ー
ズ

　
　
２
０
０
８
出
場

田
中
　
信
義（
バ
ド
ミ
ン
ト
ン
）

　
●
第
25
回
全
日
本
シ
ニ
ア
バ
ド
ミ

　
　
ン
ト
ン
選
手
権
大
会
出
場

池
澤
み
え
子（
バ
ド
ミ
ン
ト
ン
）

　
●
第
26
回
全
日
本
レ
デ
ィ
ー
ス
バ

　
　
ド
ミ
ン
ト
ン
選
手
権
大
会
出
場

古
内
美
惠
子（
ボ
ウ
リ
ン
グ
）

　
●
第
43
回
Ｂ
Ｐ
Ａ
Ｊ
全
国
ボ
ウ
リ

　
　
ン
グ
競
技
大
会
出
場

落
合
　
英
行（
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
）

　
●
第
17
回
全
日
本
実
年
ソ
フ
ト
ボ

　
　
ー
ル
大
会
出
場

落
合
　
克
己（
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
）

●
第
17
回
全
日
本
実
年
ソ
フ
ト
ボ
　

　
　
ー
ル
大
会
出
場

大
垣
　
尚
良（
バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル
）

　
●
第
57
回
全
国
青
年
大
会
出
場

大
垣
　
元
喜（
バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル
）

　
●
第
57
回
全
国
青
年
大
会
出
場

大
垣
　
直
通（
バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル
）

　
●
第
57
回
全
国
青
年
大
会
出
場

森
田
　
樹
里（
バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル
）

　
●
第
57
回
全
国
青
年
大
会
出
場

坂
田
　
和
男（
バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル
）

　
●
第
57
回
全
国
青
年
大
会
出
場

上
田
　
純
一（
バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル
）

　
●
第
57
回
全
国
青
年
大
会
出
場

粂
川
　
弘
行（
マ
ス
タ
ー
ズ
陸
上
）

　
●
第
21
回
全
国
ス
ポ
ー
ツ･

レ
ク
リ

　
　
エ
ー
シ
ョ
ン
祭
出
場

栗
原
　
林
藏（
マ
ス
タ
ー
ズ
陸
上
）

　
●
第
21
回
全
国
ス
ポ
ー
ツ･

レ
ク
リ

　
　
エ
ー
シ
ョ
ン
祭
出
場

本
田
美
智
子（
テ
ニ
ス
）

　
●
ね
ん
り
ん
ピ
ッ
ク
鹿
児
島

　
　
２
０
０
８
大
会
出
場

船
生
　
清
志（
サ
ッ
カ
ー
）　

　
●
ね
ん
り
ん
ピ
ッ
ク
鹿
児
島

　
　
２
０
０
８
大
会
出
場

塩
沢
　
弘
　

　
●
前
壬
生
町
体
育
協
会
副
会
長

倉
井
　
　
江
　

　
●
前
壬
生
町
体
育
協
会
副
理
事
長

 

お

の

ぐ
ち
は
や
と

い
し
ぐ
ち
い
　
お
　
り

た
か
い
わ
　
　
し
ょ
う
た

ま
つ
い
　
　
　
ゆ
　
き

 

が
ち
ょ
う
　
　
あ
や
か

く
ら
い
　
　
さ
と
し

は
や
し
　
　
　
き
ょ
う
へ
い

て
ら
う
ち
　
　
な
が
の
り

き
み
し
ま
　
　
ひ
ろ
た
か

う
え
の
　
　
た
く
ろ
う

あ
さ
ひ
　
　
ゆ
う
す
け

た
か
や
ま
　
　
よ
し
た
だ

よ
し
ば
　
　
し
　
ほ

 

お
ぐ
ら
　
　
み
　
ほ

 

お
ぐ
ら
　
　
あ
か
ね

 

お

の

ぐ
ち
み

ず

き

 

し
み
ず
　
　
り
　
え

 

し
み
ず
　
　
ひ
で
ゆ
き

お
お
は
し
ち
　
な
　
つ

と
　
だ
　
　
け
い
い
ち

ふ
な
こ
し
　
さ
と
し

か
み
な
が
　
　
た
つ
や

 

こ
ぐ
ち
　
　
ひ
で
ゆ
き

つ
る
み
　
　
と
し
み
つ

な
り
た
　
　
じ
ゅ
ん

い
し
だ
け
ん
じ
ろ
う

や
ま
だ
　
　
ち
　
え

お
ざ
き
ち
ょ
う
じ
ろ
う

さ
さ
い
み
　
ち
　
え

 

た
な
か
　
　
の
ぶ
よ
し

い
け
ざ
わ
み
　
え
　
こ

ふ
る
う
ち
み
　
え
　
こ

お
ち
あ
い
　
　
ひ
で
ゆ
き

お
ち
あ
い
　
　
か
つ
み

お
お
が
き
　
　
た
か
ら

お
お
が
き
　
　
も
と
は
る

お
お
が
き
　
　
な
お
み
ち

も
り
た
　
　
　
き
さ
と

さ
か
た
　
　
か
ず
お

う
え
だ
　
　
じ
ゅ
ん
い
ち

く
め
か
わ
　
　
ひ
ろ
ゆ
き

く
り
は
ら
　
　
り
ん
ぞ
う

ほ
ん
だ
　
み
　
ち
　
こ

ふ
に
ゅ
う
　
　
き
よ
し

し
お
ざ
わ
　
　
ひ
ろ
む

く
ら
い
　
　
　
み
つ
　え

まつもと　こうぞう
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　自動車や工場からの排出ガスには、窒素酸化物や揮発性有機化合物が含まれて
います。これらの物質は、大気中で太陽の強い紫外線を受け、光化学反応と呼ば
れる現象を起します。その時にできた「光化学オキシダント」などが空気中に停
留し、もやがかかったような状態になることを「光化学スモッグ」と呼んでいます。
　光化学オキシダントは、最高気温が20℃以上で濃度が上昇しはじめ、風向きが
南東から南西風で風速が6m/s以下など気象条件で高濃度となりやすくなります。

屋外での激しい運動は避けましょう。
ぜんそく、呼吸器疾患、特異体質を有する方は、外出しないようにしましょう。
目がチカチカしたり、のどが痛くなった時には、洗顔したり、うがいをしたりして、しば
らく安静にしましょう。症状が良くならないときは、すぐに医師の診断を受けましょう。
不要不急の自動車の運転は、なるべくさけましょう。

●

●

●

●

パソコン用　http://www.pref.tochigi.lg.jp/eco/kankyou/hozen/aozora.html
携帯電話用　http://www.pref.tochigi.lg.jp/m/aozora/

●

●

栃木県庁のホームページ「とちぎの青空」等で発令情報をお知らせしています。

●
開
設
期
間

　
７
月
11
日（
土
）〜
８
月
31
日（
月
）

　
　
　
　
　
　
　
　（
期
間
中
無
休
）

●
開
設
時
間

　
午
前
９
時
〜
午
後
６
時

　（
入
場
受
付
は
午
後
５
時
ま
で
）

●
利
用
料
金（
１
人
あ
た
り
）

　
　
一
　
　
　
般（
高
校
生
以
上
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
７
０
０
円

　
　
小
・
中
学
生
　
　
４
０
０
円

　
　
幼
　
　
　 

児
　
　
無
　
　
料

黒
川
の
里
ふ
れ
あ
い
プ
ー
ル

７
月
11
日（
土
）
オ
ー
プ
ン

　“豊かに生きる”をテーマに、第25回「みぶ文化教室」
を開催します。
　ご家族、ご近所お誘いあわせの上ご聴講くださいま
すよう、ご案内申し上げます。
　なお、聴覚障がい者のための手話通訳を行います。

9月5日（土）　午後２時30分～ 9月12日（土）　午後２時30分～

女　優　小林綾子氏 講　師　中村敦夫氏

｢おしんからの出発｣
～さまざまな出会いへの感謝～ 「旅は私の大学」
小林綾子トークショー 中村敦夫講演会

◆
社
会
福
祉
協
議
会
へ

　
　
　
　（
○
数
字
は
寄
付
回
数
）

匿
名
①
　
　
　
　
　
　
　
５
９
４
円

松
本
カ
ラ
オ
ケ
教
室
様
⑥

　
　
　
　
　
　
１
万
７
千
３
１
２
円

なかむらあつ おこばやしあや こ

光 化 学 ス モ ッ グ と は

光化学スモッグに関する情報は?

光化学スモッグ注意報が発令されたら?



備
え
あ
れ
ば
憂
い
な
し
、

備
え
あ
れ
ば
憂
い
な
し
、

　
天
災
は
突
然
起
こ
り
ま
す
。

　
天
災
は
突
然
起
こ
り
ま
す
。

普
段
か
ら
避
難
場
所
を
確
認
し
、油
断
せ
ず
災
害
に
備
え
ま
し
ょ
う
！

●
非
常
用
持
出
品
の
準
備

●
２
〜
３
日
分
の
食
料
、飲
料
水
等
の
備
蓄

●
家
族
内
の
連
絡
方
法
の
確
認

●
家
具
等
の
転
倒
防
止
等

No

１

２

３

４

５

６

７

８

壬生小学校

藤井小学校

壬生中学校 ※

総合運動場

壬生東小学校

稲葉小学校

82－0108
FAX
82－0042

下表町、中表町、下横町、
今井、上表町、東下台、
下台団地、城東町、栄町

指定避難場所 電　　話 所 在 地 収容地区名

壬生中央公民館
城址公園

本丸２丁目
３－７

本丸１丁目
８

大字藤井
1267

馬場、原宿、田向稲荷内、
上坪、前宿坪、台坪

大字壬生甲
2770

万町、上新町、
壬生下馬木、西高野、
釜ヶ渕、福和田

大字壬生甲
3828

落合三丁目
５－21

至宝町北、至宝町南、
ひばりヶ丘、落合

大字上稲葉
881

大字上稲葉
932稲葉地区公民館 82－7374 原坪、鹿島、稲葉下馬木

No

9

11

12

13

14

15

羽生田小学校
82－1022
FAX 
82－8410

六美町北部、緑町一丁目
～緑町四丁目、幸町一丁
目～幸町四丁目、おもち
ゃのまち、いずみ、若草

指定避難場所 電　　話 所 在 地 収容地区名

大字羽生田
2139－1

西部、中央、北原、台宿、
下坪

大字壬生丁
230－1

大字北小林
743

大字安塚
1179

大字安塚
2078

安塚一、安塚二、安塚三、
安塚中央

国谷中央、国谷新田、
国谷本田、東原、鯉沼

大字北小林
190

大字国谷
783－1

睦小学校10
82－4824
FAX
82－4954

のときの避難所連絡先

備
え
あ
れ
ば
憂
い
な
し
、

　
天
災
は
突
然
起
こ
り
ま
す
。

備
え
あ
れ
ば
憂
い
な
し
、

　
天
災
は
突
然
起
こ
り
ま
す
。

※ 洪水時においては避難所として使用できない場合があります。
　 その場合の避難所は福和田地区は総合運動場。その他の地区は壬生中央公民館・城址公園となります。

仲通町、上通町、駅東、
県営壬生住宅、城内、
城南、舟町

三好町、旭町、星の宮、
六美町南部、六美町中央、
車塚

下町、上町、本郷、松原

82－0049
FAX 
82－0121

82－0102
FAX
82－4684

82－6690
FAX
82－2048

82－2345
FAX
82－2706

82－0079
FAX 
81－1384

82－1004
FAX 
82－1572

北小林、あけぼの

上長田、安塚南部

上田、中泉、助谷、助谷原

86－0134
FAX
85－1205

86－0031

86－0034
FAX
86－0042

86－0064
FAX 
86－1058

86－7117
FAX 
86－7112

南犬飼中学校

南犬飼地区公
民館（やすづ
か保育園を含
む）

安塚小学校

壬生北小学校

総合公園

もしも！！もしも！！

14
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●新しい飼い主を探しましょう。

●小さな命を奪わないために不妊や去勢の手術を受けましょう。
　避妊や去勢手術については、最寄りの動物病院にご相談ください。

●自分の犬や猫がまわりの人たちの迷惑にならないよう、
　しつけや飼育環境を考え整えてあげましょう。

●犬や猫の命も大切な命です、飼い続ける努力をしてください。
　引取りをたのむのは最後の手段です。

犬や猫などの愛護動物をすてた人は
50万円以下の罰金が科せられます。

　　　　　　犬・猫の引取り日、場所、時間など引取りに関する詳しいことは、事前に

栃木県動物愛護指導センター（　028-684-5458）へお問い合わせください。

引取り手数料（引取りのときに栃木県収入証紙でお支払いいただきます）

■生後91日以上の犬・猫１頭（匹）　　　　3,000円
■生後91日未満の犬・猫１頭（匹）　　　　　600円
特別な理由などにより、犬や猫を自ら持ち込むことができないと県が認めた場合
■訪問による引取り　犬・猫１頭（匹）　　　5,000円

引取りをたのむ前に…



　ＮＰＯ夢くらぶむつみは地元六美南部育成会との合同で、
４月26日に、恒例の「春の子ども工作教室と交流会」を開
催しました。
　当日は雨にも関わらずテントの下で、地域の子どもや父
母をはじめ、会員や近所の人々等50名ほどが集まりました。
　交流会では、まず、子ども工作教室が始まり、子どもた
ちは、昨年と同様の厚紙と輪ゴムで作る“ひっくりカエル”
と使用済み割り箸と輪ゴムで“割り箸鉄砲”を父母に手伝
ってもらいながら作りました。

　その後始まった交流会では、地元で取れたタケノコを使った手作り料理や差し入れの“寿しご飯”もあり、
焼き鳥や焼肉、焼きそばを焼いたり、地域の人々とともに楽しい１日を過ごしました。

春の子ども工作教室＆交流会
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黒川３カ所に稚アユを放流
　４月28日、下都賀漁業協同組合（横山茂代表）の組合
員たちが藤井橋上流３千匹、東雲橋上流に６千匹、羽生
田ふれあいプール付近に３千匹の稚アユを放流しました。
トラックに積んだ水槽からバケツに移し浅瀬に放流すると、
雨の黒川の中を、稚魚たちは元気よく泳ぎ出しました。
　黒川のアユ釣りの解禁日（６月14日）には、放流され
たアユも20センチ前後に育ち、多くの釣りファンを楽し
ませています。

休日を楽しむ家族連れでいっぱい！
　５月３日から５日の３日間、おもちゃ博物館において、第
14回おもちゃふれあいまつりが開催されました。
　おもちゃ博物館内では、テレビで人気の侍戦隊シンケンジ
ャー等のキャラクターショーが行なわれ、子どもたちは大き
な声で声援を送っていました。
　おもちゃ博物館前では模擬店が立ち並んだほか、エアート
ランポリン、バンド演奏、テレビキャラクターのサイン会等
の催しが行なわれ、多くの家族連れでにぎわいました。

ソーラーカーがやってきた！
壬生北小学校

　５月13日、壬生北小学校（熊倉陽子校長）において今市工
業高校の先生と生徒の協力のもと、ソーラーカーの試乗体験
が行われました。
　これは壬生北小学校の環境教育の一環として行われたもので、
自転車を使って電力を作る事の大変さや手作りのソーラーカ
ーに試乗して、自然エネルギーのすばらしさを体験しました。
　生徒たちにとっては、未来のエネルギーの有効利用を考え
ることができた貴重な時間となりました。

くまくら よう こ

よこやましげる
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地域の安全・安心は自分たちで

地産地消給食の会食会
　５月20日、壬生小学校（稲見均校長）において、地産地消推進の
一環として、農作物生産者やJAしもつけ職員と壬生小学校６年生の
児童たちが、地元産の食材を使った給食を一緒に食べて交流しました。
　この日は、壬生産のコシヒカリやニラ入り味噌汁、普段の給食で
は食べることができない新鮮な生のトマトがまるごと１個配食され、
地元産の食材のおいしさを生産者と共有した有意義な時間となりま
した。

みんなで通学路を安全に

　５月20日、メリーランド保育園（若林享子園長）の園児64名と町
児童館のなかよしクラブの親子３組が、園近くの田んぼ（　　要市
さん所有：７ａ）で古代米の田植えを行いました。
　田植えは今年で２回目で、子どもたちに農業体験を通して食の大
切さを知ってもらおうと、下稲葉食育応援隊（木村春男隊長）の協
力で実施されました。応援隊員の指導の下、田んぼの中に綱を張っ
て印の付いた所に、１本1本丁寧に苗を植えていきました。子ども
たちは、転んで泥だらけになりながら苗の植え付けを楽しみました。
　年末には、収穫した古代米を使った餅つきを行う予定で、これか
らの生育状況を観察するのが楽しみです。

園児らが田植え体験
　　　　　　　メリーランド保育園

　５月23日、安塚小PTA（小牧敦子会長）と安塚中央自治会（安生
勝英会長）の有志約75名が、安塚小学校の協力のもと、安塚小通学
路の側溝清掃を行ないました。
　安塚中央自治会区域内の通学路では、雨水のはけが悪いため大き
な水溜りができやすく、雨天時の車の走行が危険視されていました。
　そのため、安塚小PTAからの「児童の安全確保のため、通学路の
側溝清掃をさせて欲しい」との申し出を地元自治会が快諾し、今回
の側溝清掃が実現しました。
　安塚小PTAの小牧会長は、「子どもたちの安全に対して、地元自
治会のご理解とご協力に感謝するとともに、今後も子どもたちの安
全教育に力を入れてまいります」と語っていました。

あんじょうかつひで

　５月17日、安塚中央自治会（安生勝英会長）では今年も安塚地区
コミュニティーセンターにおいて、地域の安全・安心を守るのは自
分たちでと「自治会防犯パトロール隊」の結成式を行いました。
　式には町職員やおもちゃのまち交番の倉林所長を来賓に迎え、更
に「地域防犯について」NPO栃木自警団理事長の阿部博章氏の講話
を聞くなど実のある結成式になりました。
　自治会防犯パトロール隊は、その活動が認められ栃木警察署長か
ら感謝状や、南犬飼地区防犯組合から表彰を受けるなどしているた
め、班長・役員など総勢48名の隊員も真剣な表情で臨んでいました。
　最後に、安塚小学校や地区内のパトロール実施を決め、第一行政
班長の粂川博子さんの宣言を採択して盛会のうちに終了しました。

あ　べ ひろあき

くめかわひろ　こ

わかばやしきょうこ

あんじょう

かつひで

こ まきあつ こ

たかはしよういち

き むらはる お

いな みひとし



　農業集落排水事業で建設を進めていた恵川地区（大字国谷、
福和田、壬生甲の一部）の農業集落排水処理施設が福和田に
完成し、５月27日に多数の来賓、地元及び町関係者が出席し、
処理施設で竣工式が執り行われました。
　町では、農村部の家庭用雑排水やし尿の農業用用排水路、
側溝等への流入を防ぎ、農村部の水質保全と生活環境改善を
目的として農業集落排水事業を実施しています。現在町内で
は４地区で供用を開始しており、この度５番目の恵川地区が
４月１日から供用開始となりました。
　待望の恵川地区処理施設の完成により、一日あたりの処理

量781　、2,890人分の排水処理が可能となり、地区内の生活環境改善が図られることになりました。

恵川地区処理施設が完成
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ぴよぴよ運動会開催
　5月30日、子育て支援センター利用者とファミリー・サポート・
センター会員の交流会『ぴよぴよ運動会』が行われました。
　準備体操として親子の触れあい体操から始まり、かけっこ・
ハイハイ競争・寝返り競争・ダンス・玉入れ・親子競争など、
内容盛りだくさん。民生委員、ボランティア劇団めんどりの方
の協力のもと、総勢121名で賑やかに行われ、中でもバルーン
を使った競技では、パパたちの活躍ぶりが素晴らしく、「かっ
こいいパパ」に見えたことでしょう！子どもたちもキラキラし
たかわいい笑顔をたくさん見せてくれました。運動会の時の様
子はファミリー・サポート・センターホームページ（http://www2.ucatv.ne.jp/̃hiyoko.flower/）でも閲覧できます。

大きく育てオオムラサキ
　みぶファーブル会では、国蝶オオムラサキの幼虫がエノ
キの葉をエサにしていることを知り、町の木がエノキであ
ることから総合公園にあるエノキに幼虫を放しました。
　８月頃には、オオムラサキのきれいな姿が見られるように、
枝には鳥などから幼虫を守るためネットを被せてあります。
町民の皆さんで見守ってください。
　今後、同会では協力者を求め幼虫を少しずつ放して、い
つかは乱舞するオオムラサキが、町にとって観光資源にな
ることを目指しています。

「壬生町くらしの便利帳」を配布しました
　おしらせ版６月８日号と一緒に全戸配布で、「壬生町くらしの便
利帳」を配布しました。
　この冊子は、壬生町と㈱サイネックスの官民協働事業により作成
したもので、町内事業者などからの広告を募集し、その広告収入に
より印刷・製本を行ったため町の費用負担はありません。
　各種手続きなどの行政情報や町内のみどころ、医療機関までを網羅
した、町のガイドブックとなります。ぜひお手元に置いてご活用ください。
　自治会に未加入のため未だに届いていない方などは、役場窓口や
出先施設等に置いてありますので、連絡をお願いいたします。

しゅんこう

処理施設の脱臭装置






